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京都

2017年度 京都労福協活動者会議 開催

10月26日（ 木 ）14時00分 か らANAクラウンプラザホテル京
都に於いて、加盟会員産別、各事業団
体、各地区労福協から110名の参加を
頂き、2017年度京都労福協活動者会議
を開催致しました。会議では二つの講
演を企画し、初めにシオガイ精機株式
会社代表取締役の塩貝寿俊氏より「中
小企業の海外進出に於ける実態」と題
して講演を頂きました。
　昨年、京都労福協は設立60周年記念
事業として海外視察を実施致しました。
京都に数多くある中小企業の中で、ベ

トナムのアマタ工業団地に進出してい
る「シオガイ精機」と「ワタベウェディ
ング」の２社を訪問し、現地での事業
運営や経済状況について見識を深める
活動を進めて来ました。
　今回、塩貝社長からは海外で事業を
営む上での様々な苦難や、現地社員の
状況・労働組合の実態等について講演
を頂きました。
　ベトナム・中国・フィリピン・タイ
など海外に進出する中小企業の実態に
ついては、なかなか知る機会も少なく、
今後の私達の活動に活かしていかなけ

ればならない貴重な講演でした。
　続いての講演では、京都府警本部の
外郭団体で京都府暴力追放運動推進セ
ンターの上原忠晴氏より「〜命てんで
んこ〜反社会的勢力との断絶は武蔵坊
弁慶とあなたの輪！」と題して反社会
的勢力をはじめ、各種クレーマーから
企業と自分を守る方法をロールプレイ
ング方式を用いて分かりやすく説明し
ていただきました。
　参加者には、金融機関・保険関係に従
事されている方も多く、大変興味深い内
容で今後の活動に活かされると思います。
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京都の生協の連合体が京都府生協連です

〒604-0857　京都市中京区烏丸通二条上る蒔絵屋町258番地
コープ御所南ビル４階
TEL.075-251-1551

京都府生活協同組合連合会

食の安全くらしの安心の
　　　　　実現をめざして

事務機器・
車リース・
旅行のことなら

京都府知事登録 第3-554号
全国旅行業協会（ANTA会員）

事務所所在地はラボール京都６階
（京都労福協内）
TEL 075-801-1501
FAX 075-802-4568

エル・ユニオン京都

きょうとライフサポートセンター

暮らしなんでも相談相談無料

京都府外の方、
携帯電話・IP電話の方は

０１２０-９６７-９７６
く ろう な く な ろ

TEL 075-842-5777
FAX 075-842-5778

相談時間 （平日のみ）午前10時～12時
午後１時～４時

府内どこから
でも無料！

大ホールと中小会議室 全１５室（１４名様～３４２名）

趣味の会や会議・研修などでお気軽にご利用ください。

公益財団法人

京都労働者総合会館 ラボール京都
〒604-8854 京都市中京区壬生仙念町30-2（四条御前）

TEL 075-801-5311
☆毎月第1・第3日曜日と12月30日～翌年1月4日は休館日となります。

http:// laborkyoto.jp

2017年度 京都労福協福祉活動 実施 2017年度 京都府内社会貢献活動 実施

宮津地区労福協 全舞鶴勤労者福祉協議会
「健康づくりボウリング大会」報告 「セカンドライフセミナー」開催報告

京都労福協は、事業団体や労働団
体と連携し、労福協の社会的役

割を果たす活動として、2015年度から
福島県への視察とボランティア活動を
実施してきました。
　今年度も多くの会員組織から福島県
への支援は続けるべきという声が寄せ
られ、３年目の節目として取り組むこ
とが決定され、８月19日から３日間、
労働団体・事業団体・地区労福協から
18団体33名の方々に参加いただき、
2017年度の福祉活動を実施致しました。
　今回は、仙台空港着の便ということも
あり、これまで行けていなかった仙台市
の視察から始めることに致しました。
　先ず、現在は震災遺構として保存さ
れている荒浜小学校跡では、建物は震
災当時からそのままの状態で残されて
いて、中には当日の生々しい悲惨な状
況の写真や、震災前の周辺地域の模型、
２階廊下には津波到達地点が記されて
います。教室の黒板には「必ず復興す
る」「私達は負けない」「また会おう」
など子供達が書いたであろう言葉が残
されていて胸が熱くなります。
　当日、児童や教職員、地域住民ら
320人が避難し、救助を待っていた屋
上からは、海岸方向に何万本もあった
松林は数えられるくらい残っているだ
け、周囲の家屋は全て流され景色は一
変しています。物言わずとも私達に多
くのことを伝えてくれます。
　ボランティア活動では、初年度の津
波被害に遭った地域の草刈り、昨年の
JA福島選果場での「桃」の箱詰め作
業に続き、今回もJA福島からの要請
があり同様の作業を行いました。今年
は日照不足の関係で最盛期がずれ込み
人手不足が続いているようです。
　「湯野共選場」「平野共選場」の２箇
所に分かれ地域のパート・アルバイトの
女性や学生とともに作業に入りました。

京都労福協は、2014年度から毎年
一回京都府内での社会貢献活動

を実施することとし、初年度は天の橋
立で松林の清掃活動、次年度からは南
丹市スチールの森での森林整備、南山
城総合運動公園「太陽ヶ丘」での森林
整備活動を実施し、そして今回、2017
年度の社会貢献活動として、６月24日
（土）舞鶴市の竜宮浜において、海水
浴場の清掃活動と地引き網体験・バー
ベキューをファミリー向けに企画し、
実施致しました。
　府南部・京都市内から参加される
方々は、約70名が京都駅八条口からバ
ス２台に分乗し、マイカーで直接現地
に集合する各地区からの参加者70名の
総勢約140名の家族連れの方々に参加
頂きました。

８月30日、京丹後市「プラザアピア峰山」にお
いて、健康づくりボウリング大会が開催され、

21チーム63人が参加されました。
　参加者の中には、マイボウルを持っている人から
ボウリングは数年ぶりという人までいらっしゃいま
した。ストライク、
スペアが出ると大き
な歓声がわきました。
成績発表は、団体と
個人に対して賞品が
贈られ、楽しい親睦
と交流の場となりま
した。

10月７日（土）13：30〜16：00舞鶴勤労者福祉センターにおいて、「セカンドライフ準備セミナー」を開催しました。
講師に社会保険労務士・ファイナンシャルプランナーの保理江正
剛氏をお迎えし、「退職後の生活設計」─第２の人生に幸あれ！
─と題して講義をしていただきました。
　内容については、①医療・介護・年金制度改革　②公的年金は
何時からいくらもらえる？　③セカンドライフの家計とは？等を
質疑応答の形式でわかりやすく説明していただきました。個別の
相談時間もとっていただき、参加者からは、よく理解できた。期
待以上のセミナーだった。等のアンケートをいただきました。参
加者は14名でした。
　今後も、組合員さんの要望に応えながら開催していきたいと考
えています。

　内容は、各農家から集められた桃が
ベルトコンベアで運ばれ、光センサー
によって大きさ・糖度がチェックされ、
各等級に別れ流れてきます。その桃に
白いキャップを被せて15個入りと13個
入りの箱に詰め込む作業です。初めは、
なかなか上手く出来ずに桃の流れに押
され気味でしたが、徐々に慣れてきて
スムーズに進めることが出来ました。
　参加者の中には、２回目の方もいて
農協の方は即戦力になると喜んでおら
れました。
　一日の作業を終え、引き上げる時に
は農協の職員の方やパートの皆さんか
ら「ありがとう。いつもよりラインを
一本多く動かすことが出来て私達もい
つもより早く終わることができます。」
と感謝して頂きました。どれほどのお
役に立てたのか分かりませんが、こち
らも嬉しい気持ちになりました。
　この一日の活動が、翌朝の「福島民
報」（地元紙）に掲載され、福島県労
福協の方も「労福協の活動が地元にア
ピールできた」と喜んでおられました。
　最終日の視察は、飯舘村から南相馬
市、浜通りを南行する行程です。飯舘
村は相変わらず村民の姿は殆ど無く、
昨年に比べると山積みされていたフレ
コンバックが少し減少していました。
これは第一原発近くの中間貯蔵施設に
運び出す作業が始まっているからだそ
うです。
　今回の主な視察先の浪江町役場では、
産業振興課の方から震災発生時の状況
から今日まで６
年半の町の経過
と、今年３月に
帰還困難区域が
一部解除され町
民の帰還が始
まっているが、
帰って来ている

　梅雨の時期ということもあり、天候
が心配でしたが当日は好天に恵まれ、
暑い日になりました。
　先ず、11時に参加者全員が集合し、
京都労福協の橋元会長から京都府内で
の社会貢献活動の意義などについての
挨拶がされ、今回のこの活動について
は、京都府・京都市から後援・参加を
頂き、それぞれ挨拶を頂きました。
　その後、海水浴場（浜）の掃除に入
り、プラスチック・流木・ゴミなどは
各分別の袋に入れ、海の藻は浜に引き
上げるという要領で参加者全員が浜に
広がり作業を進めました。その光景を
地元の区長さんが見ながら感激してお
られました。
　次は、隣の浜に移動し地引き網体験
です。二手に分かれ、大きな掛け声の
もと網を引くこと20分、子供達の大き
な歓声のなか、タコ・小さな噛まない
サメ・フグ・小魚などが捕れ、地元の
漁師さんに提供していただいた「トビ
魚」約80匹と合わせ、ジャンケンをし
ながら、みんなで分けて持ち帰りました。
　最後に、それぞれのグループに分か

町民はごくわずかで、一度壊れてし
まった町を元に戻す、これからの町づ
くりの難しさ等の現状についてお話を
伺いました。
　その後、職員の方に同行していただ
き、浪江町内と請戸港を視察しました
が、町内は帰還が始まっているものの
人気は無く、昨年と変わらずゴースト
タウンの様です。
　一方、請戸港では港の整備も進み、
その周辺では、防潮堤やかさ上げ工事
等もかなり進み復興の様子を見ること
ができました。
　近隣の双葉町、大熊町は未だに国道
を通過する事しか許可されておらず、
国道から横に入る道は全てバリケード
で固く閉ざされています。
　この浜通り周辺の津波・原発による
複合災害からの復興はいつになるのか、
全く分からない状況です。
　京都労福協は３年続けて福島県を訪
問し、視察とボランティア活動を実施
してきました。この間、視たものや得
た知識を様々な活動に活かし、今後の
活動のあり方について考えて行きたい
と思います。
　今回、参加頂いた皆様と、ご協力頂
いた構成組織の方々、そして企画段階
から受入まで大変お世話になりました
福島県労福協の皆様に心から感謝申し
上げます。

れバーベキューを楽しみました。
　今回のボランティア活動は一時間く
らいの作業でしたが、小さな子どもか
ら高齢の方まで全員で作業に取り組み
周辺は大変綺麗になりました。
　何より、地域の住民の方々や漁師の
皆さんとふれ合い、色々なお話が伺え
たことが大きな収獲だったと考えてい
ます。
　今後も京都労福協は、府内各地域に
貢献できる活動を進めて行きたいと思
います。
　今回、参加頂いた皆さんと準備段階
から当日まで大変お世話になりました
舞鶴労福協関係者の皆様に心から感謝
申し上げます。
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●ゆうちょ銀行  ●セブン銀行

●ゆうちょ銀行 ●セブン銀行 ●イオン銀行

※ お振込手数料については還元対象になりません。

全国の銀行・ゆうちょ銀行・コンビニなどの他行ＡＴＭを使ったときにかかる手数料を、

キャッシュカードによるご入金でも、

即時に全額お返しします。（実質無料！） いつでも、何回使っても、全額還元されるサービス「おかえり。」

ローンカードによるご返済でも、

手数料は実質無料！！

●ビューカード　は手数料不要のため、還元金はありません。

引出し手数料還元
の対象となるＡＴＭ

●提携先金融機関（都銀・信託銀･地銀・第ﾆ地銀・信金･信組･ＪＡ)

※全国のろうきん・ゆうちょ銀行・セブン銀行・

※第二地銀・信金・信組では、一部お取扱いができない金融機関・店舗がございます

   入金可能なＡＴＭには、「入金ネット」の表示がされています。

   イオン銀行・ﾛｰｿﾝ・ｲｰﾈｯﾄは手数料不要のた

   め、手数料還元はありません。

●第二地銀 ●信金 ●信組 ●ﾛｰｿﾝ ●ｲｰﾈｯﾄ

「513-2017-018」

お電話でのお問い合わせは、平日9:00～17:00でお願いします。

　　　　　　　　　ろうきん教育ローン（カード型）・スマートチョイス〕

★ ﾛｰﾝｶｰﾄﾞのご利用でも手数料は実質無料

●全国のろうきん ●イオン銀行 ●ローソン ●イーネット 

対象口座  ● 普通預金口座(無利息型含む) ● 貯蓄預金口座

               ● ｶｰﾄﾞﾛｰﾝ口座〔マイプラン･笑くぼ･生き活きカード・

ご入金・ご返済は、全国のろうきんはもち

ろん、以下の金融機関でご利用いただけ

ます。

2717Z035

全労済京都推進本部
(全京都勤労者共済生活協同組合)

営業9:00～17:00 土日祝休業
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